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RSPIサンプルプログラム

要旨

本アプリケーションノートでは、RZ/T1 グループ MCU を搭載した RSK RZ/T1 評価ボード対応の RSPI
（Renesas Serial Peripheral Interface ）サンプルドライバについて説明します。

• チャネル

RSPI 全 4 チャネル中のチャネル 1 のみ対応。チャネル 0, 2, 3 の 3 チャネルは非対応

• 割り込み

送信バッファエンプティ割り込み、転送エラー割り込みに対応

受信バッファフル割り込み、RSPI アイドル割り込みには非対応

• 動作モード

- クロック同期式（3 線式）対応

- マスタモード対応

- 転送データビット長は、16bit に対応

- ビットレートは SERICLK = 150MHz 時の 5Mbps に対応

- MSB ファースト対応

上記以外の動作モードは非対応。

• DMA 転送

非対応

• シリアル通信

送信処理のみ対応。受信処理には非対応

RSPI のスレーブセレクト信号はソフトウェアにより制御

• WM8978 設定

初期設定、ヘッドホンボリューム設定、マイクボリューム設定、終了設定

対象デバイス

RZ/T1

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。
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1. 仕様
表 1.1 に使用する周辺機能と用途を、図 1.1 にサンプルコード実行時の動作環境を示します。

表1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

RZ/T1 RSPI チャネル1 AudioCODEC&SpeakerDriver(WM8978)のクロック、送信データ制御

RZ/T1 汎用 I/Oポート（P43） AudioCODEC&SpeakerDriver(WM8978)のスレーブセレクト制御

RZ/T1 ICUA （RSPI Unit1） 割り込み制御

• 送信バッファエンプティ割り込み要因（SPTI）　ベクタ番号85
• RSPIエラー割り込み要因（SPEI）　ベクタ番号86

RZ/T1 クロック発生回路 RSPIへのクロック供給制御（SERICLK）

RZ/T1 RSPI消費電力低減機能 RSPIの消費電力低減（RSPIa Unit0,1,2,3）

WM8978（評価ボード上に搭載） AudioCODEC&SpeakerDriver

注 1. 別途お客様でご用意いただく必要があります。

図 1.1 動作環境
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2. 動作環境
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の環境を想定しています。

表2.1 動作環境

項目 内容

使用マイコン RZ/T1グループ

動作周波数 CPUCLK = 450MHz

動作電圧 3.3V

統合開発環境 IARシステムズ製
Embedded Workbench® for Arm Version 8.20.2
Arm製
DS-5TM 5.26.2
RENESAS製
e2studio 6.1.0

動作モード SPIブートモード

16ビットバスブートモード

使用ボード RZ/T1 Evaluation Board
（RTK7910022C00000BR）

使用デバイス

（ボード上で使用する機能）

• NORフラッシュメモリ （CS0、CS1空間に接続）

メーカ名 : Macronix International Co..、型名 : MX29GL512FLT2I-10Q
• SDRAM （CS2、CS3空間に接続）

メーカ名 : Integrated Silicon Solution Inc、型名 : IS42S16320D-7TL
• シリアルフラッシュメモリ

メーカ名 : Macronix International Co..、型名 : MX25L51245G
• オーディオCODEC

メーカ名 : Wolfson、型名 : WM8978GEFL/V
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3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。

• RZ/T1 グループ 初期設定 アプリケーションノート（R01AN2554JJ）

注 . 本アプリケーションノートで記載しないレジスタに関しては、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリケーション

ノートで設定した値のまま使用します。
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4. 周辺機能説明
動作モード、シリアルペリフェラルインタフェース（RSPIa）、汎用入出力ポート、割り込みコントローラ

（ICUA）、クロック発生回路、消費電力低減機能についての基本的な内容は、RZ/T1 グループ・ユーザーズ

マニュアル ハードウェア編を参照してください。

WM8978（CODEC）についての基本的な内容は WM8978 DATASHEETS を参照してください。
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5. ハードウェア説明

5.1 ハードウェア構成例

図 5.1 に RSPI ハードウェア構成例を示します。

5.2 使用端子一覧

表 5.1 に使用端子と機能を示します。

図 5.1 RSPI ハードウェア構成例

表5.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

RSPCK1 出力 RSPI（チャネル1）のクロック信号

MOSI1 出力 RSPI（チャネル1）のデータ信号

P43 出力 RSPI（チャネル1）のスレーブセレクト信号（ソフトウェア制御）
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PS2 / SSIWS0

PS3 / SSIRXD0

PS4 / SSITXD0

：未実装を示します。

PN3 / RSPCK1

PN2 / MOSI1

P43

注：赤字：使用機能を示します。
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6. ソフトウェア説明

6.1 動作概要

RSPI サンプルプログラムの機能概要を表 6.1　動作概要に示します。また、図 6.1 にシステムブロック図

を示します。

6.1.1 プロジェクト設定

開発環境となる EWARM 上で使用されるプロジェクト設定については、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリ

ケーションノートに記載しています。

6.1.2 使用準備

本サンプルプログラムの実行準備は必要ありません。

表6.1 動作概要

機能 概要

チャネル チャネル1を設定

動作モード • SPI動作：3線式

• 通信モード：マスタモード（送信のみ）

• データ長：16bit
• ビットレート：5[Mbps]

通信開始条件 ソフトウェア起動により、シリアル通信を開始

サンプルプログラム動作概要 WM8978へコマンドを送信（入力／出力ボリュームを操作）

図 6.1 システムブロック図

サンプルプログラム

RSPIサンプルドライバ

RZ/T1 RSPIハードウェア

関数呼び出し

callback

レジスタライト

レジスタリード
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6.2 メモリマップ

RZ/T1 グループのアドレス空間と RZ/T1 評価ボードのメモリマッピングについては、RZ/T1 グループ 初
期設定 アプリケーションノートに記載しています。

6.2.1 サンプルプログラムのセクション配置

サンプルプログラムで使用するセクションおよびサンプルプログラムの初期状態のセクション配置（ロー

ドビュー）、スキャッタローディング機能を使用後のセクション配置（実行ビュー）は、RZ/T1 グループ 初
期設定 アプリケーションノートに記載しています。

6.2.2 MPU の設定

MPU の設定は、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリケーションノートに記載しています。

6.2.3 例外処理ベクタテーブル

例外処理ベクタテーブルについては、RZ/T1 グループ 初期設定 アプリケーションノートに記載していま

す。

6.3 使用割り込み一覧

表 6.2 にサンプルコードで使用する割り込みを示します。

6.4 固定幅整数一覧

表 6.3 にサンプルコードで使用する固定幅整数を示します。

表6.2 サンプルコードで使用する割り込み

割り込み（要因 ID） 優先度 処理概要

RSPI送信バッファエンプティ割り込み（SPTI） 3 送信完了処理

RSPIエラー割り込み（SPEI） 3 送信エラー処理

表6.3 サンプルコードで使用する固定幅整数

シンボル 内容

int8_t 8ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int16_t 16ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int32_t 32ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

int64_t 64ビット整数、符号あり（標準ライブラリにて定義）

uint8_t 8ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint16_t 16ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint32_t 32ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）

uint64_t 64ビット整数、符号なし（標準ライブラリにて定義）
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6.5 定数／エラーコード一覧

表 6.4 ～表 6.10 にサンプルコードで使用する定数、表 6.8 に RSPI サンプルドライバ API エラーコードを

示します。

表6.4 RSPIレジスタビット定義定数（RSPIサンプルドライバ）

定数名 設定値 内容

RSPI_RZT_VERSION_MAJOR 1 Major Version

RSPI_RZT_VERSION_MINOR 0 Minor Version

RSPI_BYTE_DATA 0x01 RSPIデータ長判定結果 バイト

RSPI_WORD_DATA 0x02 RSPIデータ長判定結果 ワード

RSPI_LONG_DATA 0x04 RSPIデータ長判定結果 ロング

表6.5 RSPIレジスタビット定義定数（RSPIサンプルドライバ）(1 / 2)

定数名 設定値 内容

RSPI_SPCR_SPMS 0x01 SPCRレジスタRSPIモード選択ビット

RSPI_SPCR_TXMD 0x02 SPCRレジスタ通信動作モード選択ビット

RSPI_SPCR_MODFEN 0x04 SPCRレジスタモードフォルトエラー検出許可ビット

RSPI_SPCR_MSTR 0x08 SPCRレジスタマスタ／スレーブモード選択ビット

RSPI_SPCR_SPEIE 0x10 SPCRレジスタエラー割り込み許可ビット

RSPI_SPCR_SPTIE 0x20 SPCRレジスタ送信バッファエンプティ割り込み許可ビット

RSPI_SPCR_SPE 0x40 SPCRレジスタRSPI機能許可ビット

RSPI_SPCR_SPRIE 0x80 SPCRレジスタ受信バッファフル割り込み許可ビット

RSPI_SSLP_MASK 0x0F SSLPレジスタ reserve以外のビットマスク

RSPI_SPPCR_MASK 0x37 SPPCRレジスタ reserve以外のビットマスク

RSPI_SPSR_OVRF 0x01 SPSRレジスタ オーバランエラーフラグ

RSPI_SPSR_IDLNF 0x02 SPSRレジスタ RSPIアイドルフラグ

RSPI_SPSR_MODF 0x04 SPSRレジスタ モードフォルトエラーフラグ

RSPI_SPSR_PERF 0x08 SPSRレジスタ パリティエラーフラグ

RSPI_SPSR_MASK 0xA0 SPPCRレジスタ reserve以外のビットマスク

RSPI_SPDCR_SPFC 0x03 SPDCRレジスタ フレーム数設定ビット

RSPI_SPDCR_SPRDTD 0x10 SPDCRレジスタ RSPI受信／送信データ選択ビット

RSPI_SPDCR_SPLW 0x20 SPDCRレジスタ RSPIロングワードアクセス／ワードアクセス設定ビット

RSPI_SPCKD_MASK 0x07 SPCKDレジスタ RSPCK遅延設定ビット

RSPI_SSLND_MASK 0x07 SSLNDレジスタ SLLネゲート遅延設定ビット

RSPI_SPND_MASK 0x07 SPNDレジスタ RSPI次アクセス遅延設定ビット

RSPI_SPCR2_SPPE 0x01 SPCR2レジスタ パリティ許可ビット

RSPI_SPCR2_SPOE 0x02 SPCR2レジスタ パリティモードビット

RSPI_SPCR2_SPIIE 0x04 SPCR2レジスタ RSPIアイドル割り込み許可ビット

RSPI_SPCR2_PTE 0x08 SPCR2レジスタ パリティ自己診断ビット

RSPI_SPCR2_MASK 0x1F SPCR2レジスタ reserve以外のビットマスク

RSPI_SPCMD_CPHA 0x0001 SPCMDレジスタ RSPCK位相設定ビット

RSPI_SPCMD_CPOL 0x0002 SPCMDレジスタ RSPCK極性設定ビット

RSPI_SPCMD_BRDV 0x000c SPCMDレジスタ ビットレート分周設定ビット

RSPI_SPCMD_SSLA 0x0070 SPCMDレジスタ SSL信号アサート設定ビット

RSPI_SPCMD_SSLKP 0x0080 SPCMDレジスタ SSL信号レベル保持ビット

RSPI_SPCMD_SPB 0x0F00 SPCMDレジスタ RSPIデータ長設定ビット
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RSPI_SPCMD_LSBF 0x1000 SPCMDレジスタ RSPI LSBファーストビット

RSPI_SPCMD_SPNDEN 0x2000 SPCMDレジスタ RSPI次アクセス遅延許可ビット

RSPI_SPCMD_SLNDEN 0x4000 SPCMDレジスタ SSLネゲート遅延設定許可ビット

RSPI_SPCMD_SCKDEN 0x8000 SPCMDレジスタ RSPCK遅延設定許可ビット

表6.6 RSPIレジスタディフォルト定数（RSPIサンプルドライバ）(1 / 2)

定数名 設定値 内容

RSPI_SPCR_SPMS_DEF 0x00 SPCRレジスタSPMSビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR_TXMD_DEF 0x00 SPCRレジスタTXMDビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR_MODFEN_DEF 0x00 SPCRレジスタMODFENビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR_MSTR_DEF 0x08 SPCRレジスタMSTRビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR_SPEIE_DEF 0x00 SPCRレジスタSPEIEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR_SPTIE_DEF 0x00 SPCRレジスタSPTIEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR_SPE_DEF 0x00 SPCRレジスタSPEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR_SPRIE_DEF 0x00 SPCRレジスタSPRIEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR_DEF 0x08 SPCRレジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SSLP_SSL0P_DEF 0x00 SSLPレジスタ SSL0Pビット ディフォルト設定値

RSPI_SSLP_SSL1P_DEF 0x00 SSLPレジスタ SSL1Pビット ディフォルト設定値

RSPI_SSLP_SSL2P_DEF 0x00 SSLPレジスタ SSL2Pビット ディフォルト設定値

RSPI_SSLP_SSL3P_DEF 0x00 SSLPレジスタ SSL3Pビット ディフォルト設定値

RSPI_SSLP_DEF 0x00 SSLPレジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SPPCR_SPLP_DEF 0x00 SPPCRレジスタ SPLPビット ディフォルト設定値

RSPI_SPPCR_SPLP2_DEF 0x00 SPPCRレジスタ SPLP2ビット ディフォルト設定値

RSPI_SPPCR_MOIFV_DEF 0x00 SPPCRレジスタ MOIFVビット ディフォルト設定値

RSPI_SPPCR_MOIFE_DEF 0x00 SPPCRレジスタ MOIFEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPPCR_DEF 0x00 SPPCRレジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SPSCR_DEF 0x00 SPSCRレジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SPBR_DEF 0x01 SPBRレジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SPDCR_SPFC_DEF 0x00 SPDCRレジスタ SPFCビット ディフォルト設定値

RSPI_SPDCR_SPRDTD_DEF 0x00 SPDCRレジスタ SPRDTDビット ディフォルト設定値

RSPI_SPDCR_SPLW_DEF 0x20 SPDCRレジスタ SPLWビット ディフォルト設定値

RSPI_SPDCR_DEF 0x20 SPDCRレジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SSLND_DEF 0x00 SSLNDレジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SPND_DEF 0x00 SPNDレジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SPCR2_SPPE_DEF 0x00 SPCR2レジスタ SPPEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR2_SPOE_DEF 0x00 SPCR2レジスタ SPOEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR2_SPIIE_DEF 0x00 SPCR2レジスタ SPIIEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR2_PTE_DEF 0x00 SPCR2レジスタ PTEビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCR2_DEF 0x00 SPCR2レジスタ ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_CPHA_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ CPHAビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_CPOL_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ CPOLビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_BRDV_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ BRDVビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_SSLA_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ SSLAビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_SSLKP_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ SSLKPビット ディフォルト設定値

表6.5 RSPIレジスタビット定義定数（RSPIサンプルドライバ）(2 / 2)

定数名 設定値 内容
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RSPI_SPCMD_SPB_DEF 0x0400 SPCMDレジスタ SPBビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_LSBF_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ LSBFビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_SPNDEN_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ SPNDENビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_SLNDEN_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ SLNDENビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_SCKDEN_DEF 0x0000 SPCMDレジスタ SCKDENビット ディフォルト設定値

RSPI_SPCMD_DEF 0x0400 SPCMDレジスタ ディフォルト設定値

表6.7 RSPIサンプルドライバConfig定数（RSPIサンプルドライバ）

定数名 設定値 内容

RSPI_DUMMY_TXDATA 0xFFFFFFFF ダミー転送データ

RSPI_CFG_USE_CH0 0 RSPIチャネル0未使用

RSPI_CFG_USE_CH1 1 RSPIチャネル1使用

RSPI_CFG_USE_CH2 0 RSPIチャネル2未使用

RSPI_CFG_USE_CH3 0 RSPIチャネル3未使用

RSPI_IR_PRIORITY_CHAN0 3 RSPIチャネル0優先順位

RSPI_IR_PRIORITY_CHAN1 3 RSPIチャネル1優先順位

RSPI_IR_PRIORITY_CHAN2 3 RSPIチャネル2優先順位

RSPI_IR_PRIORITY_CHAN3 3 RSPIチャネル3優先順位

RSPI_CFG_MASK_UNUSED_BITS 0 転送ビット長マスク設定

RSPI_NUM_CHANNELS 4 RSPIチャネル数

RSPI_POWER_ON 0 RSPI消費電力低減機能ON
RSPI_POWER_OFF 1 RSPI消費電力低減機能OFF
RSPI_PN3PFS_SET_VAL 0x0e PN3PFS設定（RSPCK1選択）

RSPI_PN2PFS_SET_VAL 0x0e PN2PFS設定（MOSI1選択）

表6.8 RSPIサンプルドライバAPIエラーコード（RSPIサンプルドライバ）

定数名 設定値 内容

RSPI_SUCCESS 0 正常終了

RSPI_ERR_BAD_CHAN 1 チャネル番号エラー

RSPI_ERR_CH_NOT_OPENED 2 オープンエラー

RSPI_ERR_CH_NOT_CLOSED 3 クローズエラー

RSPI_ERR_UNKNOWN_CMD 4 コマンドエラー

RSPI_ERR_INVALID_ARG 5 パラメータエラー

RSPI_ERR_ARG_RANGE 6 パラメータ範囲エラー

RSPI_ERR_NULL_PTR 7 NULLポインター

RSPI_ERR_LOCK 8 Lockエラー

RSPI_ERR_UNDEF 9 不明なエラー

RSPI_SUCCESS_ALL_TX_COMPLETE 10 正常終了（全転送データ完了）

表6.6 RSPIレジスタディフォルト定数（RSPIサンプルドライバ）(2 / 2)

定数名 設定値 内容
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表6.9 RSPIサンプルドライバ内部状態コード（RSPIサンプルドライバ）

定数名 設定値 内容

RSPI_EVT_TRANSFER_COMPLETE 0 転送完了

RSPI_EVT_TRANSFER_ABORTED 1 転送中断エラー

RSPI_EVT_ERR_MODE_FAULT 2 モードフォルトエラー

RSPI_EVT_ERR_READ_OVF 3 オーバフローエラー

RSPI_EVT_ERR_PARITY 4 パリティエラー

RSPI_EVT_ERR_UNDEF 5 不明なエラー

表6.10 サンプルプログラム定数（サンプルプログラム）

定数名 設定値 内容

WM8978_BITRATE_5MBPS 5000000 RSPI転送ビットレート 5Mbps
WM8978_CMD_BUF_WORD_SIZE 32 WM8978のコマンドバッファサイズ（ワード）

　WM8978へ転送するワードデータを格納するためのバッファのワー

ドサイズ

RSPI_WRITE_CMD 0x0f04 RSPI Writeコマンド
[b0] = 0b
　奇数エッジでデータサンプル、偶数エッジでデータ変化を指定
[b1] = 0b
　アイドル時のRSPCK = Lowを指定
[b3-2] = 01b
　ベースのビットレートの2分周を指定
[b11-b8] = 1111b
　RSPIデータ長16bitを指定
[b12] = 0
　MSBファーストを指定

CMCR0_REG_DEF_VAL 0x0000 CMCR0レジスタのディフォルト値

CMCOR0_REG_DEF_VAL 0xFFFF CMCOR0レジスタのディフォルト値

SSL_WAIT_TIME_10US 94 コンペアマッチタイマの10us値



R01AN2601JJ0140 Rev.1.40 Page 15 of 37
2018.06.07

RZ/T1グループ RSPIサンプルプログラム

6.6 構造体／共用体／列挙型一覧

表 6.11 ～表 6.14 にサンプルコードで使用する構造体／共用体／列挙型を示します。

表6.11 構造体／共用体（RSPIサンプルドライバ）

構造体／共用体定義 概要 定義ファイル

rspi_callback_data_t RSPIコールバック情報（ハンドル、エラー内容） r_rspi_rx_if.h

rspi_chnl_settings_t RSPI設定情報（3線／4線式、マスター／スレーブ、ビットレート） r_rspi_rx_if.h

rspi_cmd_baud_t ビットレート情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_cmd_setregs_t R_RSPI_Controlにて設定されるレジスタ情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_command_word_t SPCMDレジスタ設定情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_tcb_t RSPIサンプルドライバ送受信制御情報

送受信アクセスサイズ、送受信データ数、送受信情報

r_rspi_rx.c

rspi_ctrl_reg_values_t RSPIレジスタ情報
SPCR, SSLP, SPPCR, SPSCR, SPBR, SPDCR, SPCKD, SSLND, 
SPND, SPCR2

r_rspi_rx.c

rspi_config_block_t RSPIサンプルドライバ制御情報

チャネル、callback
r_rspi_rx_private.h

表6.12 構造体／共用体（RSPIサンプルドライバ）(１ / ３ )

構造体／共用体定義 メンバ 説明

rspi_callback_data_t rspi_handle_t handle uint8_t  channel チャネル指定

  0, 1, 2, 3のいずれかを指定

uint8_t  current_slave 現在割り当てられているのスレーブ数

bool  rspi_chnl_opened チャネルのオープン状態

  true ：オープン済み

  false：未オープン

void   (*pcallback)(void 
*pcbdat)

受信終了時のcallback

void   (*pcallbacktx)(void) 送信完了時のcallback
rspi_evt_t event_code enum 表6.14参照

rspi_chnl_settings_t rspi_interface_mode_t gpio_ssl enum 表6.14参照

rspi_master_slave_mode_t 
master_slave_mode

enum 表6.14参照

uint32_t bps_target — ターゲットビットレート

  0以外を指定

rspi_cmd_baud_t uint32_t bps_target — ターゲットビットレート

  SERICLK (150MHz、120MHz)の2分
周以下のビットレートを設定

rspi_cmd_setregs_t uint8_t sslp_val — SSLPレジスタ設定値

uint8_t sppcr_val — SPPRCレジスタ設定値

uint8_t spckd_val — SPCKDレジスタ設定値

uint8_t sslnd_val — SSLNDレジスタ設定値

uint8_t spnd_val — SPNDレジスタ設定値

uint8_t spcr2_val — SPCR2レジスタ設定値
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rspi_command_word_t union
uint16_t word

— SPCMDレジスタ設定値（共用体）

union rspi_spcmd_cpha_t  cpha RSPCK位相設定ビット

0：奇数エッジでデータサンプル、

      偶数エッジでデータ変化

1：偶数エッジでデータサンプル、

      奇数エッジでデータ変化

rspi_spcmd_cpol_t  cpol RSPCK極性設定ビット

0：アイドル時のRSPCKがLow
1：アイドル時のRSPCKがHigh

rspi_spcmd_br_div_t  br_div ビットレート分周設定ビット

00b：ベースのビットレートを選択

01b：ベースのビットレートの2分周を

          選択

10b：ベースのビットレートの4分周を

          選択

11b：ベースのビットレートの8分周を

          選択

rspi_spcmd_ssl_assert_t  
ssl_assert

SSL信号アサート設定ビット

00b：SSLy0（y = 0, 1, 2, 3）
01b：SSLy1（y = 0, 1のみ）

10b：SSL02
11b：SSL03

rspi_spcmd_ssl_negation_t  
ssl_negate

SSL信号レベル保持ビット

0：転送終了時にSSL信号をネゲート

1：転送終了から次アクセス開始まで

      SSL信号レベルを保持

rspi_spcmd_bit_length_t  
bit_length

RSPIデータ長設定ビット

0100b～0111b：8bit
1000b：9bit
1001b：10bit
1010b：11bit
1011b：12 bit
1100b：13bit
1101b：14bit
1110b：15bit
1111b：16bit
0000b：20bit
0001b：24bit
0001b,0011b：32bit

rspi_spcmd_bit_order_t  
bit_order

RSPI MSB／LSBファースト指定

0：MSBファースト

1：LSBファースト

rspi_spcmd_spnden_t  
next_delay

RSPI次アクセス遅延許可ビット

0：次アクセス遅延は
      1RSPCK+2SERICLK
1：次アクセス遅延はRSPI次アクセス

      遅延レジスタ（SPND）の設定値

rspi_spcmd_slnden_t  
ssl_neg_delay

SSLネゲート遅延設定許可ビット

0：SSLネゲート遅延は1RSPCK
1：SSLネゲート遅延はRSPIスレーブ

      セレクトネゲート遅延レジスタ

    （SSLND）の設定値

rspi_spcmd_sckden_t  
clock_delay

RSPCK遅延設定許可ビット

0：RSPCK遅延は1RSPCK
1：RSPCK遅延はRSPIクロック遅延

      レジスタ（SPCKD）の設定値

表6.12 構造体／共用体（RSPIサンプルドライバ）(２ / ３ )

構造体／共用体定義 メンバ 説明
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rspi_tcb_t void  *psrc — WM8978へ送信するデータの格納バッ

ファポインタ

送信データ長は8bit, 16bit, 32bitに対応

void  *pdest; — WM8978から受信したデータの格納

バッファポインタ

受信データ長は8bit, 16bit, 32bitに対応

uint16_t  tx_count — 転送データカウンタ

uint16_t  rx_count — 受信データカウンタ

uint16_t  xfr_length — 送受信データ数

データ長（8bit, 16bit, 32bit）に依存し

ないデータの個数

uint8_t  bytes_per_transfer — データ長の指定

8bit, 16bit, 32bit指定可能

rspi_command_word_tから設定される

bool  do_rx_now — 受信データ有効／無効状態

  true ：受信データ有効

  false：受信データ無効

bool  do_tx — 送信モード状態

  true ：送信モード

  false：非送信モード

rspi_operation_t  
transfer_mode

enum 表6.14参照

rspi_ctrl_reg_values_t uint8_t  spcr_val — SPCRレジスタ設定値

uint8_t  sslp_val — SSLPレジスタ設定値

uint8_t  sppcr_val — SPPCRレジスタ設定値

uint8_t  spscr_val — SPSCRレジスタ設定値

uint8_t  spbr_val — SPBRレジスタ設定値

uint8_t  spdcr_val — SPDCRレジスタ設定値

uint8_t  spckd_val — SPCKDレジスタ設定値

uint8_t  sslnd_val — SSLNDレジスタ設定値

uint8_t  spnd_val — SPNDレジスタ設定値

uint32_t  spcr2_val — SPCR2レジスタ設定値

rspi_config_block_t uint8_t  channel — チャネル指定

  0, 1, 2, 3のいずれかを指定

uint8_t  current_slave — 現在割り当てられているのスレーブ数

bool  rspi_chnl_opened — チャネルのオープン状態

  true ：オープン済み

  false：未オープン

void  (*pcallback)(void *pcbdat) — 受信終了時のcallback
void  (*pcallbacktx)(void) — 送信完了時のcallback

表6.12 構造体／共用体（RSPIサンプルドライバ）(３ / ３ )

構造体／共用体定義 メンバ 説明
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表6.13 列挙型（RSPIサンプルドライバ）

列挙型定義 概要 定義ファイル

rspi_err_t RSPI APIエラーコード r_rspi_rx_if.h

rspi_evt_t 送受信エラーコード r_rspi_rx_if.h

rspi_interface_mode_t SPI 3線／4線式の選択 r_rspi_rx_if.h

rspi_master_slave_mode_t マスター／スレーブの選択 r_rspi_rx_if.h

rspi_cmd_t R_RSPI_Controlのコマンド情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_cpha_t SPCMDレジスタ CPHA（偶数／奇数エッジ）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_cpol_t SPCMDレジスタ CPOL（クロック極性）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_br_div_t SPCMDレジスタ BRDV（ビットレート分周）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_ssl_assert_t SPCMDレジスタ SSL（SSLアサート）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_ssl_negation_t SPCMDレジスタ SSLK（SSLレベル保持）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_bit_length_t SPCMDレジスタ SPB（RSPIデータ長）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_bit_order_t SPCMDレジスタ LSBF（MSB／LSBファースト）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_spnden_t SPCMDレジスタ SPNDEN（RSPI次アクセス遅延許可）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_slnden_t SPCMDレジスタ SLNDEN（RSPIネゲート遅延許可）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_spcmd_sckden_t SPCMDレジスタ SCKDEN（RSPCK遅延設定許可）情報 r_rspi_rx_if.h

rspi_operation_t 送受信モード r_rspi_rx.c
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表6.14 列挙型詳細（RSPIサンプルドライバ）

列挙型定義 リスト 説明

rspi_err_t RSPI_SUCCESS RSPI APIエラーコード

0：正常終了

RSPI_ERR_BAD_CHAN 1：チャネル番号エラー

RSPI_ERR_CH_NOT_OPENED 2：オープンエラー

RSPI_ERR_CH_NOT_CLOSED 3：クローズエラー

RSPI_ERR_UNKNOWN_CMD 4：コマンドエラー

RSPI_ERR_INVALID_ARG 5：パラメータエラー

RSPI_ERR_ARG_RANGE 6：パラメータ範囲エラー

RSPI_ERR_NULL_PTR 7：NULLポインター

RSPI_ERR_LOCK 8：Lockエラー

RSPI_ERR_UNDEF 9：不明なエラー

RSPI_SUCCESS_ALL_TX_COMPLETE 10：正常終了（全転送データ完了）

rspi_evt_t RSPI_EVT_TRANSFER_COMPLETE RSPIドライバ内部情報

0：転送完了

RSPI_EVT_TRANSFER_ABORTED 1：転送中断

RSPI_EVT_ERR_MODE_FAULT 2：モードフォルトエラー

RSPI_EVT_ERR_READ_OVF 3：リードオーバーフローエラー

RSPI_EVT_ERR_PARITY 4：パリティエラー

RSPI_EVT_ERR_UNDEF 5：不明なエラー

rspi_interface_mode_t RSPI_IF_MODE_3WIRE RSPI 4線式／3線式指定

0x01：RSPI 3線式（b0 = 1）
RSPI_IF_MODE_4WIRE 0xFE：RSPI 4線式（b0 = 0）

rspi_master_slave_mode_t RSPI_MS_MODE_MASTER RSPI マスター／スレーブ指定

0x08：マスター（b3 = 1）
RSPI_MS_MODE_SLAVE 0xF7：スレーブ（b3 = 0）

rspi_cmd_t RSPI_CMD_SET_BAUD RSPI Controlコマンド

1：ボーレート設定コマンド

RSPI_CMD_ABORT 2：送受信アボートコマンド

RSPI_CMD_SETREGS 3：RSPIレジスタ設定コマンド

RSPI_CMD_UNKNOWN 4：不明なコマンド

rspi_spcmd_cpha_t RSPI_SPCMD_CPHA_SAMPLE_ODD RSPCK位相設定

0：奇数エッジでデータサンプル、偶数エッジでデータ

      変化

RSPI_SPCMD_CPHA_SAMPLE_EVEN 1：偶数エッジでデータサンプル、奇数エッジでデータ

      変化

rspi_spcmd_cpol_t RSPI_SPCMD_CPOL_IDLE_LO RSPCK極性設定

0：アイドル時のRSPCKがLow
RSPI_SPCMD_CPOL_IDLE_HI 1：アイドル時のRSPCKがHigh

rspi_spcmd_br_div_t RSPI_SPCMD_BR_DIV_1 ビットレート分周設定

0：ベースのビットレートを選択

RSPI_SPCMD_BR_DIV_2 1：ベースのビットレートの2分周を選択

RSPI_SPCMD_BR_DIV_4 2：ベースのビットレートの4分周を選択

RSPI_SPCMD_BR_DIV_8 3：ベースのビットレートの8分周を選択

rspi_spcmd_ssl_assert_t RSPI_SPCMD_ASSERT_SSL0 SSL信号アサート設定

0：SSLy0（y = 0, 1, 2, 3）
RSPI_SPCMD_ASSERT_SSL1 1：SSLy1（y = 0, 1のみ）

RSPI_SPCMD_ASSERT_SSL2 2：SSL02
RSPI_SPCMD_ASSERT_SSL3 3：SSL03
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rspi_spcmd_ssl_negation_t RSPI_SPCMD_SSL_NEGATE SSL信号レベル保持

0：転送終了時にSSL信号をネゲート

RSPI_SPCMD_SSL_KEEP 1：転送終了から次アクセス開始までSSL信号レベルを保

持

rspi_spcmd_bit_length_t RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_8 RSPIデータ長設定ビット

0x7：8bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_9 0x8：9bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_10 0x9：10bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_11 0xA：11bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_12 0xB：12bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_13 0xC：13 bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_14 0xD：14 bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_15 0xE：15 bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_16 0xF：16 bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_20 0x0：20 bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_24 0x1：24 bit
RSPI_SPCMD_BIT_LENGTH_32 0x3：32 bit

rspi_spcmd_bit_order_t RSPI_SPCMD_ORDER_MSB_FIRST RSPI MSB／LSBファースト指定

0：MSBファースト

RSPI_SPCMD_ORDER_LSB_FIRST 1：LSBファースト

rspi_spcmd_spnden_t RSPI_SPCMD_NEXT_DLY_1 RSPI次アクセス遅延許可

0：次アクセス遅延は1RSPCK+2SERICLK
RSPI_SPCMD_NEXT_DLY_SSLND 1：次アクセス遅延はRSPI次アクセス遅延レジスタ

    （SPND）の設定値

rspi_spcmd_slnden_t RSPI_SPCMD_SSL_NEG_DLY_1 SSLネゲート遅延設定許可

0：SSLネゲート遅延は1RSPCK
RSPI_SPCMD_SSL_NEG_DLY_SSLND 1：SSLネゲート遅延はRSPIスレーブセレクトネゲート

      遅延レジスタ（SSLND）の設定値

rspi_spcmd_sckden_t RSPI_SPCMD_CLK_DLY_1 RSPCK遅延設定許可

0：RSPCK遅延は1RSPCK
RSPI_SPCMD_CLK_DLY_SPCKD 1：RSPCK遅延はRSPIクロック遅延レジスタ（SPCKD）

      の設定値

rspi_operation_t RSPI_DO_TX 送受信モード指定

1：送信モード

RSPI_DO_RX 2：受信モード

RSPI_DO_TX_RX 3：送受信モード

表6.14 列挙型詳細（RSPIサンプルドライバ）

列挙型定義 リスト 説明
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6.7 大域変数一覧

表 6.15 に大域変数一覧を示します。

表6.15 大域変数一覧

型 変数名 内容 使用関数

static struct 
rspi_config_block_s

g_rspi_handles RSPIサンプルドライバ制御情報

チャネル、callback
R_RSPI_Open()
R_RSPI_Contro()l
rspe_write_read_common()
R_RSPI_Close()
rspi_tx_rx_common()
rspi_spti1_isr()
rspi_spei_isr_common()

static volatile uint32_t gb_rxdata[] RSPIレジスタ読み出しバッファ R_RSPI_ReadContinue()
R_RSPI_WriteContinue
rspi_tx_rx_common()

static struct rspi_tcb_s g_rspi_tcb RSPIサンプルドライバ送受信制御情

報

送受信アクセスサイズ、送受信データ

数、送受信情報

rspi_write_read_common()
R_RSPI_WriteContinue()
rspi_tx_rx_common()

static rspi_callback_data_t g_rspi_cb_data RSPIコールバック情報（ハンドル、

エラー内容）

R_RSPI_Cntrol()
rspi_tx_rx_common()
rspi_spei_isr_common()

static 
rspi_ctrl_reg_values_t

g_ctrl_reg_values RSPIレジスタ情報
SPCR, SSLP, SPPCR, SPSCR, 
SPBR, SPDCR, SPCKD, SSLND, 
SPND, SPCR2

R_RSPI_Open()
R_RSPI_Contril()
rspi_baud_set()

static const uint32_t g_unused_bits_masks 転送レート設定レジスタのマスク情報 rspi_write_read_common()

static volatile struct st_rspi (* const 
pg_rspi_channels[])

RSPIレジスタアクセス用変数 R_RSPI_Open()
R_RSPI_Control()
R_RSPI_ReadContinue()
R_RSPI_WriteContinue()
R_RSPI_Close()
rspe_write_read_common()
rspi_baud_set()
rspi_tx_rx_common()
rspi_spei_isr_common()

static const 
wm8978_write_data_t

wm8978_init_data[] WM8978の初期化データ wm8978_init()

static bool tx_cmp 転送完了情報 R_RSPI_Open_Support
R_RSPI_Control_Support
R_RSPI_Write_Support
R_RSPI_Close_Support

static rspi_chnl_settings_t rspi_config RSPI設定情報（3線／4線式、マス

ター／スレーブ、ビットレート）

R_RSPI_Open_Support

static rspi_handle_t rspi_handle RSPIサンプルドライバ制御情報

チャネル、callback
R_RSPI_Open_Support
R_RSPI_Control_Support
R_RSPI_Write_Support
R_RSPI_Close_Support
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6.8 関数一覧

表 6.16 に関数を示します。

表6.16 関数一覧

関数名 ページ番号

R_RSPI_Open 23

R_RSPI_Control 24

R_RSPI_Write 25

R_RSPI_WriteContinue 25

R_RSPI_Close 26

R_RSPI_GetVersion 26

rspi_tx_callback 26

wm8978_init 27

wm8978_output_volume_set 27

wm8978_input_volume_set 28

wm8978_shutdown 28
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6.9 関数仕様

サンプルコードの関数仕様を示します。

6.9.1 R_RSPI_Open（RSPI サンプルドライバ）

R_RSPI_Open

概　要 RSPI モジュールのオープン

ヘッダ

宣　言 rspi_err_t   R_RSPI_Open(uint8_t                        channel,
                                           rspi_chnl_settings_t  *pconfig,
                                           void                           (*pcallback)(void *pcbdat),
                                           void                           (*pcallbacktx)(void),
                                           rspi_handle_t            *phandle);

説　明 指定された RSPI のチャネルに対して、RSPI モジュールのオープンおよびオプション

設定を行い、ハンドルを引き数にて返し、オープン結果をリターン値として返す

引　数 uint8_t channel ：RSPI のチャネルを指定

rspi_chnl_settings_t *pconfig ：RSPI のオプションを指定

void (*pcallback)(void *pcbdat) ：受信終了時の callback 関数を指定

void (*pcallbacktx)(void) ：送信終了時の callback 関数を指定

rspi_handle_t *phandle ：オープンした RSPI のハンドルが返される

リターン値 RSPI_SUCCESS(0)
RSPI_ERR_BAD_CHAN(1)
RSPI_ERR_CH_NOT_CLOSED(3)
RSPI_ERR_ARG_RANGE(6)
RSPI_ERR_NULL_PTR(7)
RSPI_ERR_LOCK(8)

：成功：RSPI モジュール初期化成功

：失敗：不正なチャネル

：失敗：既に初期化されている

：失敗：Argument の範囲が不正

：失敗：パラメータが指定されていない

：失敗：RSPI がロック出来ない
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6.9.2 R_RSPI_Control（RSPI サンプルドライバ）

R_RSPI_Control

概　要 RSPI モジュールのパラメータ設定

ヘッダ

宣　言 rspi_err_t  R_RSPI_Control(rspi_handle_t handle,
                                               rspi_cmd_t  cmd,
                                               void        *pcmd_data)

説　明 RSPI モジュールの指定ハンドルに対して、指定されたコマンド（以下３つ）の設定を

行う

• ボーレート設定コマンド

ボーレートを設定する

• コマンド中断コマンド

実行中のコマンドを中断する

• RSPI レジスタ設定コマンド

指定されたパラメータにしたがい、以下レジスタの設定を行う

SPCKD
SPCR2
SPND
SPPCR
SSLND
SSLP

引　数 rspi_handle_t handle ：RSPI のハンドルを指定

rspi_cmd_t cmd ：モジュールへのコマンドを指定

void *pcmd_data ：モジュールへのパラメータを指定

リターン値 RSPI_SUCCESS(0)
RSPI_ERR_CH_NOT_OPENED(2)
RSPI_ERR_ARG_RANGE(6)
RSPI_ERR_NULL_PTR(7)
RSPI_ERR_LOCK(8)
RSPI_ERR_UNKNOWN_CMD(9)

：成功：RSPI モジュールパラメータ設定成功

：失敗：チャネルがオープン出来ない

：失敗：Argument の範囲が不正

：失敗：パラメータが指定されていない

：失敗：RSPI がロック出来ない

：失敗：不明なコマンドが指定された
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6.9.3 R_RSPI_Write（RSPI サンプルドライバ）

6.9.4 R_RSPI_WriteContinue（RSPI サンプルドライバ）

R_RSPI_Write

概　要 RSPI モジュールの送信開始

ヘッダ

宣　言 rspi_err_t  R_RSPI_Write(rspi_handle_t                 handle,
                                          rspi_command_word_t  spcmd_command_word,
                                          void                               *psrc,
                                          uint16_t                          length)

説　明 RSPI モジュールの指定ハンドルに対し、指定された送信データを設定してデータ送信

を開始する

引　数 rspi_handle_t handle ：RSPI のハンドルを指定

rspi_command_word_t 
spcmd_command_word

：PMCMD の設定値を指定

void *psrc ：転送データのポインタを指定

uint16_t length ：転送データ長を指定

リターン値 RSPI_SUCCESS(0)
RSPI_ERR_CH_NOT_OPENED(2)
RSPI_ERR_LOCK(8)

：成功：RSPI モジュール送信開始成功

：失敗：チャネルがオープン出来ない

：失敗：RSPI がロック出来ない

R_RSPI_WriteContinue

概　要 RSPI モジュールの送信制御

ヘッダ

宣　言 rspi_err_t void R_RSPI_WriteContinue(rspi_handle_t handle)

説　明 RSPI モジュールの指定ハンドルに対し、データの継続送信および全データ送信の終了

確認を行う

引　数 uint8_t channel ：RSPI のチャネルを指定

リターン値 RSPI_SUCCESS(0)
RSPI_ERR_CH_NOT_OPENED(2)
RSPI_SUCCESS_ALL_TX_COMPL
ETE(10)

：成功：RSPI モジュール送信制御成功

：失敗：チャネルをオープンしていない

：成功：RSPI モジュール送信制御成功かつ

              全データ送信完了
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6.9.5 R_RSPI_Close（RSPI サンプルドライバ）

6.9.6 R_RSPI_GetVersion（RSPI サンプルドライバ）

6.9.7 rspi_tx_callback（サンプルプログラム）

R_RSPI_Close

概　要 RSPI モジュールのクローズ

ヘッダ

宣　言 rspi_err_t  R_RSPI_Close(rspi_handle_t handle)

説　明 RSPI モジュールの指定ハンドルのクローズを行う

　クローズ時に消費電力低減機能を有効とする

引　数 rspi_handle_t handle ：RSPI のハンドルを指定

リターン値 RSPI_SUCCESS(0)
RSPI_ERR_CH_NOT_OPENED(2)
RSPI_ERR_NULL_PTR(7)

：成功：RSPI モジュールパラメータ設定成功

：失敗：チャネルがオープン出来ない

：失敗：パラメータが指定されていない

R_RSPI_GetVersion

概　要 RSPI モジュールのバージョン情報取得

ヘッダ

宣　言 uint32_t R_RSPI_GetVersion(void)

説　明 RSPI モジュールのバージョン情報を返す

引　数 rspi_handle_t handle ：RSPI のハンドルを指定

リターン値 uint32_t ：0-15bit Major Version
：16-31bit Minor Version

rspi_tx_callback

概　要 送信完了時の callback 処理

ヘッダ

宣　言 void rspi_tx_callback(void)

説　明 送信完了割り込みにて実行する callback 処理

スレーブセレクト制御用に、送信完了のフラグをセットする

引　数 なし —

リターン値 なし —
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6.9.8 wm8978_init（サンプルプログラム）

6.9.9 wm8978_output_volume_set（サンプルプログラム）

wm8978_init

概　要 WM8978 の初期化

ヘッダ

宣　言 void wm8978_init(void)

説　明 以下設定を行う

• WM8978 初期化

- パワーマネージメント解除

- ADC/DAC 設定

- マイク入力設定

- デジタルフィルタ設定

- L/R DAC output
- ヘッドホン出力設定

- MCLK 設定

• RSPI 通信初期化

- RSPI モジュールの低消費電力モード解除

引　数 なし —

リターン値 なし —

wm8978_output_volume_set

概　要 WM8978 のヘッドホン出力ボリューム設定

ヘッダ

宣　言 void wm8978_output_volume_set (uint8_t l_vol, uint8_t r_vol)

説　明 WM8978 に L/R チャネルの出力ボリュームを設定する

引　数 uint8_t l_vol L チャネル出力ボリューム値

WM8978 の 0x34 レジスタの ROUT1VOL（6 ビット） 値
注 . 引き数の下位6ビットに設定

uint8_t r_vol R チャネル出力ボリューム値

WM8978 の 0x35 レジスタの LOUT1VOL（6 ビット） 値
注 . 引き数の下位6ビットに設定

リターン値 なし —
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6.9.10 wm8978_input_volume_set（サンプルプログラム）

6.9.11 wm8978_shutdown（サンプルプログラム）

wm8978_input_volume_set

概　要 WM8978 のマイク入力ボリューム設定

ヘッダ

宣　言 void wm8978_input_volume_set (uint8_t l_vol, uint8_t r_vol)

説　明 WM8978 に L/R チャネルの入力ボリュームを設定する

引　数 uint8_t l_vol L チャネル入力ボリューム値

WM8978 の 0x2D レジスタの INPPGAVOLL（6 ビット） 値
注 . 引き数の下位6ビットに設定

uint8_t r_vol R チャネル入力ボリューム値

WM8978 の 0x2E レジスタの INPPGAVOLR（6 ビット） 値
注 . 引き数の下位6ビットに設定

リターン値 なし —

wm8978_shutdown

概　要 WM8978 を終了する

ヘッダ

宣　言 void wm8978_shutdown(void)

説　明 以下設定を行う

• WM8978 終了

- パワーマネージメント設定

• RSPI 通信終了

- RSPI モジュールの低消費電力モード設定

引　数 なし —

リターン値 なし —
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6.10 フローチャート

6.10.1 wm8978_init 処理

図 6.2 に wm8978_init 処理のフローチャートを示します。

図 6.2 wm8978_init 処理

wm8978_init
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CMTタイマー設定

END
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全データ送信完了?

１データ送信完了?
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No

スレーブセレクト信号 = L
10usウェイト

スレーブセレクト信号 = H
10usウェイト

WM8978データ送信

エラー?

Yes

No

RSPIクローズ
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6.10.2 wm8978_output_volume_set 処理

図 6.3 に wm8978_output_volume_set のフローチャートを示します。

図 6.3 wm8978_output_volume_set 処理

wm8978_output_volume_set
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WM8978レジスタ(0x34)への

Lチャネル設定データ作成

WM8978レジスタ(0x35)への

Rチャネル設定データ作成
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6.10.3 wm8978_input_volume_set 処理

図 6.4 に wm8978_input_volume_set のフローチャートを示します。

図 6.4 wm8978_input_volume_set 処理
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6.10.4 wm8978_shutdown 処理

図 6.5 に wm8978_shutdown のフローチャートを示します。

図 6.5 wm8978_shutdown 処理
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6.11 R_RSPI_Control コマンド

R_RSPI_Control（RSPI サンプルドライバ）で使用するコマンド一覧を以下に示します。

6.11.1 RSPI_CMD_SET_BAUD

6.11.2 RSPI_CMD_ABORT

表6.17 コマンド一覧

コマンド 概要

RSPI_CMD_SET_BAUD ボーレート指定コマンド

RSPI_CMD_ABORT RSPI通信強制中断コマンド

RSPI_CMD_IDLESTATE RSPIの動作状態チェックコマンド

RSPI_CMD_SETREGS RSPIレジスタ設定コマンド

RSPI_CMD_SET_BAUD

概　要 ボーレート指定コマンド

ヘッダ r_rspi_rzt1_if.h

説　明 RSPI 通信のボーレートを指定します。

パラメータ rspi_cmd_
baud_t *

uint32_t
bps_target

RSPI のボーレートを bps(bits per second) で指定します。

設定不可能な値を指定すると、リターン値にエラーを返

します。

設定例）

5Mbps を指定する場合は、5000000 を設定します。

リターン値 RSPI_ERR_ARG_RANGE ：失敗：パラメータ範囲エラー

補足 —

RSPI_CMD_ABORT

概　要 RSPI 通信強制中断コマンド

ヘッダ r_rspi_rzt1_if.h

説　明 RSPI の通信を強制的に中断します。

本コマンド実行により以下の動作を実行します。

• 実行中のシリアル転送を中断

• スレーブモードの場合、出力信号のドライブ停止（Hi-Z）

• RSPI 内部ステートの初期化

• RSPI 送信バッファを空にする

• RSPI の割り込みを禁止

• R_RSPI_Open の第 3 引数にて登録したコールバック関数を実行

パラメータ なし

リターン値 RSPI_SUCCESS ：成功：コマンド成功

補足 —
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6.11.3 RSPI_CMD_IDLESTATE

6.11.4 RSPI_CMD_SETREGS

RSPI_CMD_IDLESTATE

概　要 RSPI の動作状態チェックコマンド

ヘッダ r_rspi_rzt1_if.h

説　明 RSPI の動作状態をチェックし、その結果をリターン値として返します。

パラメータ なし

リターン値 RSPI_SUCCESS
RSPI_ERR_NOTIDLE_STATE

：成功：RSPI はアイドル状態

：失敗：RSPI は転送状態

補足 —

RSPI_CMD_SETREGS

概　要 RSPI レジスタ設定コマンド

ヘッダ r_rspi_rzt1_if.h

説　明 RSPI レジスタに指定された値を設定します。

パラメータ rspi_cmd_
setregs_t

uint8_t
 sslp_val

SSLP（RSPI スレーブセレクト極性レジスタ）の

設定値を指定します。

uint8_t
 sppcr_val

SPPCR（RSPI 端子制御レジスタ）の設定値を指

定します。

uint8_t
 spckd_val

SPCKD（RSPI クロック遅延レジスタ） の設定値

を指定します。

uint8_t
 sslnd_val

SSLND（RSPI スレーブセレクトネゲート遅延レ

ジスタ） の設定値を指定します。

uint8_t
 spnd_val

SPND（RSPI 次アクセス遅延レジスタ）の設定値

を指定します。

uint8_t
 spcr2_val

SPCR2（RSPI 制御レジスタ 2） の設定値を指定し

ます。

リターン値 RSPI_SUCCESS ：成功：コマンド成功

補足 レジスタ詳細に関しては、RZ/T1 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編

（R01UH0483JJ）を参照してください。

本コマンドにて設定されたレジスタ値は、以降 R_RSPI_Open 関数実行によりオープ

ンされたチャネルから反映されます。すでにオープンされているチャネルには反映さ

れません。
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7. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。
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8. 参考ドキュメント
• ユーザーズマニュアル：ハードウェア

RZ/T1 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

RZ/T1 Evaluation Board RTK7910022C00000BR ユーザーズマニュアル

（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

• テクニカルアップデート／テクニカルニュース

（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。）

• ユーザーズマニュアル：開発環境

IAR 統合開発環境（IAR Embedded Workbench® for Arm）に関しては、IAR ホームページから入手してく

ださい。

（最新版を IAR ホームページから入手してください。）
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ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先

http://japan.renesas.com/contact/
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Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント

0.10 2015.03.06 — 初版発行

1.00 2015.04.10 — Web掲載に際しRevのみ変更

1.10 2015.07.06 2.　動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境　表記一部修正、追加

6.　ソフトウェア説明

10 6.2.4 説明文 参照を追加

10 表6.2 タイトル、サイズを一部修正

11 表6.3 追加

11 表6.4 追加

1.20 2015.12.03 2.　動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境　一部修正

1.30 2017.05.18 要旨

1 動作モードのビットレートの説明を変更

2.　動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境の内容変更

6. ソフトウェア説明

— 6.2.4 必要メモリサイズ　削除

1.40 2018.06.07 2.　動作環境

5 表2.1 動作環境　統合開発環境の内容変更

8.　参考ドキュメント

36 IAR 統合開発環境名変更

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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